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　To　gain 　the　basic　knowledge　of
喝
life　and 　death　educatio バ the　Japanese　students

，

consciousness 　of

the　fear　of 　death　and 　after 　death　was 　studied 　by　a　questionnaire　survey ，　The 　responses 　were 　processed
by　the　m 山 idimentional　fear　of 　death　scale （MFODS ｝．　The 　survey 　results 　showed ：1，　Five　factors　about

fear　or　anxiety 　of　death　and 　after　death　were 　distilled　by　the　factor　analysis．　The　results　were 　different
from　those　of　a　sim 且ar 　survey 　in　the　United　States．　The　difference　indicates　the　importance　of 　a　consid −

eration 　for　local　religious 　and 　customs 　in　developing　the　life　and 　death　education ．2．　About 　60％ of 　the

respondents 　stated 　that　they 　had　no 　religious 　faith，　but　it　is　to　be　noted 　that　the　average 　Japanese　often

show 　some 　religious 　behaViors　whether 　or 　not 　they　claim 　to　be　non −rehgious ．　Such　being　the　case ，　it　is
important　to　induce　this　fact　into　the　life　and 　death　education ．3．　Of　the　gender　difference　regarding 　the

fear　or　anxiety 　of 　death　and 　after 　death，　the　female　respondents 　showed 　higher　results 　with 　all　factors，
4．Those 　with 　lower　level　of　religious 　faith　produced 　lower　factors　of　the　fear　of　death　and 　after　death
as　weU 　as 　the　anxlety 　of 　their　body　after 　death　while 　the　facヒors 　of 　the　fear　of 　deat血body　was 　higher．
5．It　is　considered 　that　the　five　factors　of 　the　fear　or 　anxlety 　of 　death　and 　after 　death　indicates　what 　the

contents 　of 　the 　life　and 　death　educadon 　should 　be．　Therefore，　much 　is　expected 　of 　further　studies 　on

the丘ve　factors．
　　　　　 　　　　　　　 （Received　September　30，2005；Accepted　in　revised 　form　May 　6，2006）
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　 1，緒　　言

　 こ れまで の わが国の
一

般市民 レベ ル で の 生 と死，い

の ち に 関する 人 生 哲学 や ス ピ リ チ ュ ア ル な 教育は，家

庭や地域社会，学校等あら ゆ る場所，機会 を通 じて ，

日常生活の 中で 無意図的に行わ れ て きた D ．しか し，

近年 の わ が 国 で は
， 若い 世代 で 無宗教を自称す る 人が

増加
2 ）

して い る こ とや ， 多くの 教育現場教員 は教育基

本法第 9条 の 第 2項 「国及び地 方公共団体が設置する

学校は，特定の 宗教の ため の宗教教育そ の他宗教的活

動を して はな らない 」 に つ い て は，触らぬ神に たた り

な しと比喩され る ように宗教 に関する内容 を避ける傾

向が ある こ と，ま た，第 2次世界大戦下 で の 国家神道

に よ る国民支配に つ い て の 反省 と 「オ ウ ム 真理教」に

代表さ れ る危険カ ル トに対する警戒等か ら，公教育現

場 で は 宗教 に 対 して 君子危うきに 近寄 らず的 な 発想 が

多 く，宗教的知識教育 さえも行わ れ な くな っ て い る 現

状である．反面 ，個人の 精神世界につ い て は ス ピリチ ュ

ア ル な生 き方に関心が寄せ られ つ つ あ る
3 〕−8 ｝．

　現在は，病院死 の 増加，核家族化，医療 の 発達等に

よ り，「2人称 の 死」 とい わ れる身近 で 大切 な人 の 死

が 日常生活か ら切 り離 さ れ，実体験と し て の死別経験

が激減 して い る．逆に 自分 と関係性の薄 い 「第 3 人称

の 死」，た とえば，ニ ュ
ー

ス で 放映 さ れ る死 の 情報や

テ レ ビ ドラマ やゲ
ーム の 中の 虚構 の 死等は，無差別的
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で大量 に発信 され，体験され て い る．こ の よ うな ア ン

バ ラ ン ス な生 と死 に 関する情報 ・教育が存在する現在，

個人の精神世界の あ り方や家庭 や学校 で の 宗教 的教育

（宗教教育で はな い ），子どもへ の 人格 ・価値観教育が

模索 さ れ て い る．充実した幸福 な人生 へ の 考察 や 探求

の た め に は ，「生」 と表裏
一
体で あ り不即不離で あ る

「死」や死 に 関する様々 な考察や探求，教育は重要で

あ る．しか し ，
わ が国 の 教育で は ，「生 」の 側面 か ら

の 人生 へ の ア プ ロ
ー

チは歓迎 されて い るが ，逆の 死 か

ら の ア プ ロ
ー

チは，特に 20 世紀後半か ら死 や死 に い

くこ とに対する不安や恐れ，タ ブ
ー
，情報 ・体験不足

等に よ り，敬遠 さ れ て い る現状で ある ．こ れ らの現状

に 対 して 「デ ス ・エ デ ュ ケ ーシ ョ ン 」「死 の教育」「生

と死 の 教育」「い の ち教育」 （以下 「い の ち教育」 と総

称す る）の 必要性 が提唱 され実践 され つ つ ある
9）’17｝．

　 「い の ち教育」は家庭，社会，学校等 で の す べ て の

教育の根底に位置づ けられ るもの で あ るが，学校教育

で は特に家庭科をは じめ，道徳，社会，国語，保健体

育 ， 芸術等，人 の 生き方に関連する教育や教科に お い

て ，生 と死 の 両面 を含む 「い の ち教育」の 視点は重要

な意味 と価値が存在する，しか し，現時点で は そ れ ら

の教育 ・研究は欧米で の実践や研究 の 翻訳 的 な内容が

多 く，日本人の 心情や地域性 まで も考慮 した 「い の ち

教育」に 関する 基礎的データ の 蓄積や 授業実践 の 取 り

組み はまだ少 ない
囎 ．また ，「死 と死後の不安」に つ

い て，特に若者の 意識 を扱う調査は前例が ない ．

　死に つ い て は
， 様 々 な不快 な感情 が 強 く伴うこ とは，

あ らゆ る世代に 共通する．特 に，死 をあまり身近に感

じ て い ない と思われ る若い 世代を対象に 「い の ち教育」

を展 開する際，授業者は彼らの 「死 と死後の 不安」 の

感情 に 配慮 して授業を進め る こ とが要望 され る．つ ま

り ， 授 業 を受け る 側 の 宗教 の 有無，最近の 死別経験の

有無，自殺者 の 遺族 の 有無，家族構成，男女に よ る感

情や 受け止 め方の 差はあるの か等の 事前 の 理解が必 要

で ある．し か し，そ れ らの こ と は 授業者 の 経験 に 任 せ

られ，学校教育に論及，関連 した デ
ー

タはわが国 には

見受けられない ．そ こ で本研究で は，大学生 を対象に

「死 と死後 の 不安に関する調査」 を実施 し，それ らを

分析 す る こ と に よ り，学校教育で 「い の ち教育」を展

開す る 際 に 配慮され る べ きフ ァ ク ターを探る こ とを目

的 とする．

　2．研究方 法

　（1） 調査 対象

　調査対象は教員養成関連学部所属 の 学部学生 1 年か

ら 4 年生まで計 465人 （新潟県内 1大学，千葉県内 1

大学，愛知県内 1大学）．有効回答率は 95．3％ で あ っ

た．なお ， 先行研 究 で ア メ リ カ の 中西 部の 学部学生

375人 を対象 に類似 した 調査が行わ れ て い る
19＞．そ の

調査結果 を参考にする ため，また，将来子どもの 教育

に関係する職業に就くと考えられる学生 につ い ての デ
ー

タ を収集する ため に対象を絞 っ た．

　  　調査期 間

　調査期間 は 2003年 10月〜
同年 11月であ っ た．

　（3） 調査方法

　新潟県内の 大学 （以下 A 大 と 略す 〉は検査 会場 で

無記名自記式で 行い ，千葉県内 の 大学 （以下 B 大と

略す〉と愛知県内の大学 （以 下 C 大 と略す〉に は 調

査用紙 を郵送 し委託留置 と し た．

　（4） 調査内容

　調査内容は 「死 と死 後の 不安に 関する もの」42 項

目 （5段階評定），「宗教心 に関す る もの 」 12項 目 （5

段階評定），「属性」 2項 目 （2段 階評定），「入院経験

の 有無」 1項目 （2段階評定），「身近 な人 の 死 の 立会

い 経験」 1項目　（2段階評定），「信仰 して い る宗教 に

関す る もの 」 1 項 目 （複数回答）の 全 58項 目で構成

した．

　「死 と死後の 不安」 と
一

括 され た 言葉で あ っ て も，

そ の 中に含 まれ て い る 内容 に は，自分 の 死 か 親しい 人

の死か，肉体的な不安か精神的な不安か等，様々 なテ
ー

マ が 含まれ 「死 と死後の不安」の 概念 は多面的である，

ゆえ に
， そ の 多面性 を よ り的確に捉え る ため に ，1979

年ホ エ ル タ
ー （Hoelter，　J．　W ．）に よ っ て 提唱 された

「死 の 不安 に 関する多次元 的尺 度 （Multi・dimensional

Fear　of　Death　Scale：MFODS ）」
19｝ を も と に

， 語句の

表現を
一

部改変 し，属性 と宗教 に 関する項目を追加 し

て 調査項 目 を作成 し た．

　 ホ エ ル タ ーは ア メ リ カ の 学部学生 376人 を対象に

MFODS を用い た調査 を行 い ，以下に示す 8 つ の サブ

ス ケ
ー

ル を抽出 した ．  死 ん で い く過程 に対す る 不

安，  死体に 対 して 抱 く不安，  肉体が 傷つ けられ

る こ とへ の 不安，  身近 な人 の 死 に 関する不安， 

未知 な る もの に対する不安，  死 後も意識 が 存続 し

て い る か もしれな い とい う不安，  死後に生 じる肉

体 の 変化に対する不安，  人生 を未完なまま終 える

こ とへ の 不安 で あ る．そ の 後発表さ れ た ウ ォ
ーキ

ー

44 （412＞
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（Walkey，　F，　H．）の 研究
z°）

で もほ ぼ 同様な 8 つ の カ テ

ゴ リ
ーが検出され て い る ．そ の ため 「MFODS は質問

−Ut 　ロ　　い　　n 　　い　　ロ　　 11　　　s　オ　　ド　　　　　　 ロ　　A　　tJ　　 トコ　’　　　ロ　　　　　　 J　　　　− 　　＿　　　A

叱貝 凵 v 丿 夕 ご C 「
ノ　ノ　ノ戛7 　

一
ノレ
！u 丿TF肌 L よ つ 　L ，　夕bU 丿 ！1、女

さ の 多面性 を こ れ まで 以上 に 明 らか にする こ と に成功

した と言 える尺度 で ある」
21〕

と評価 され て い る が，死

に つ い て は文化 や 地域 に よりかな り差異 が 生 じ る と考

えられ る ．ゆ え に，本調査で は そ の相違を見る た め に

も 「死 と死後の 不安」に つ い て の 内容は ほ ぼ その まま

用 い た が
， 項 目は 日本人向 け に 表現は改変 した．

　また ，「宗教 心 に関す る もの 」 の 尺度 は ， 高木等の

「宗教観尺度」
22］

をもとに作成 した．

　なお，本分析に お い て 欠損値を含む個票は除外 して

処理 した．

　3．結果及び考察

　（1） 調査対象者の 属性

　各大学 の 性別，拡 大家族経験 の 有無，身近 な人 の 死

に 立会 っ た経験の有無，入院経験の有無につ い て の結

果は表 1 に示した，

　（2） 信仰する宗教

　「何か特別に信仰 して い る宗教は ありますか」（複数

回答）に つ い て の 回答は表 2 に示 した．本調査 で は 無

宗教 と 回答 し た 学 生 は 3 大学合計 で 61％ で あ っ た ．

NHK の 全 国調査 「日本 人 の 宗教 意識調査 」
2 〕

に よ る

と 16〜19歳で は 67％，20代 で は 77％が 「信仰す る

宗教 な し」と莟え Cお り，本調査結果と類似 し C い る．

　 そ の ため ，調査対象の 3大学 とも様 々 な都道府県出

身の 学生 で構成さ れ て い る が ，本研究で は 3 大学の 回

答 をあ わ せ て 統計処 理 し た ．

　表 3 に信仰する宗教 の 有無またはそ の 種類 と家族形

態 との 関係 を示 した．無宗教 と答 えた人で は核家族 ，

拡大家族経験者共に ，ほ ぼ 同数 （143人，146人）で

あ り家族形態との 関係は見 られ なか っ た．他方，信仰

す る宗教がある と回答した中で，もっ とも回答の 多か っ

た仏教に つ い てみる と，拡大家族経験者が経験な しと

答えた 人 の 約 2倍 で あ っ た．こ の こ とか ら見て も，現

在 の 日本 で は仏教 は 伝承 され る 家族文化 の
一

つ で あ り，

宗教心 は学校で育 まれ る類の もの で はな く，家庭を土

壌 として い る こ とが考えられる，

　 こ の 点に つ い て は 日本人 の場合，無宗教 を自称 して

い て も初詣をす る，お み く じを引 く，お墓参 りをする

な どの 宗教的行動，つ まり信仰 と結び つ い た慣習的行

動 を と っ て い る
23）．こ の こ とか ら信仰心 の 有無 に関わ

らず，宗教 的慣習行動が 「い の ち教育」展開の 導入 と

して もつ 意味は大きい と考え られ る．

表 1．属性 ，死 の 立会 い 経験，入院経験

人 （％ ）N ＝465

対 象 者

　 n

性　別 拡大家族経験
身近な人の 死 の

　立 会い 経験
入院経験

男 女 有 無 有 無 有 無

A 大 学 　 372　 179 （48．1） 193 （51，9） 216 （58．1）
B 大学　　48　 20 （4L7）　 28 （58．3）　 18 （37．5）
C 大学　　45　 24 （53．3）　 21 （46，7）　 20 （44．4）

156　（41．9）

30　（62．5）
25　（55．6）

2ユ0　（56，5）　162　（43，5）　　155　（41．7）　217　（58，3）
23　（47．9）　　25　（52．1）　　 17　（35．4）　　31　（64、6＞
29　（64．4）　　16　（35．6）　　　18　（40．0）　　27　（60，0）

合計　　465　223 （48．0）242 （52．0） 254 （54．6）211 （45．4） 262 （56．3）203 （43．7） 190 （40．9） 275 （59、1）

表 2．信仰する宗教

人 （％ ）N ＝467

宗教
大学

無宗教 仏教系 神道　　キ リス ト教系　　儒教　　イス ラム 教系　　道教 そ の 他

A 大学

B 大学

C 大学

2283823 ユ19

　 920

0ソ

05

5
正

1

201 100 O10 301

合 計　 289 （61．9）　 148 （31．7）　 ユ4 （3．  ） 7 （1．5） 3 （0．6） 1 （0．2） ユ　（O．2）　　4　（0．9）
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表 3．拡大家族経験と宗教

人 （％）N ＝467

宗教

拡大家族経験
無宗教 仏 教系 神道　　キ リス ト教系　　儒教　　イ ス ラ ム 教系　　道教 そ の他

有

無

143146 719
匚
」

86 44 12 01 10 ウ
山

2

合計 289　（61．9）　　148　（31．7）　　14　（3．G） 8 （L7 ） 3 （O．6＞ 1 （0．2） 1 （O．2）　4 （0．9）

　（3） 「死 と死後の不安」項目 に つ い て の 因子分 析

　「死 と死後の 不安」 に 関す る 42項 目に つ い て ，主成

分分析，Kaiserの 正規化を伴 うバ リ マ ッ ク ス 回転に

よる因子分析を行 っ た．結果 は表 4 に示す．固有値 1

以上，因子負荷量が ± 0．4 以 上 の 5 因子 が 抽 出 さ れ ，5

因子と も α 係tw　O．6以上 で あるた め 尺度 と して 用 い た ．

　因子名は第 1 因子
“
死後 の 自分 の 世界 と肉体 に対 す

る 不安
”
，第 2 因子は

“
死ぬ過程に対する不安

”
，第 3

因子 は
“

身近な人の 死 に関する不安
”
，第 4 因子は

“

人

生 を未完に 終える こ とへ の 不安
”

， 第 5 因子 は
“
死 体

に対 して 抱 く不安
”

とした．

　「死の 不安」 を測 定す る尺度 と して は テ ン プ ラ ー

（Templer，　 D ．1．） に よ る 死 の 不 安 尺 度 　（Death

Anxiety　Scale：一般 に DAS と略称」
20

が世 界的 に 用

い られ，こ れまで膨大な研究が蓄積され て い る．しか

し，DAS の 最大 の 欠陥 と して 「死 に対 す る 不安は 死

を取 り巻 く信念体系の
一

部 に過 ぎず，それ だけで は全

体的な死 の 態度構造が把握で きない 」 と指摘 され て い

る
25’．一

方 MFODS は 「死の不安の多面性を こ れ まで

以上 に 明 ら か にする こ と に成功 した」
z’）

と評価 され ，

追試 で も認 め ら れ て い る，

　 こ の よ うに評 価 さ れ て い る MFODS を用 い て調査

を行 っ たが ，今回 の 調査結果 と MFODS の 開発者で

ある ホ エ ル ターの 調査結果 と は 因子の 現れ 方 が 異 な っ

て い た ，つ ま り，ホ エ ル タ
ー

の場合は 8 つ の 因子が抽

出 さ れ て い た が ，本調査 で は 安定 した因子 が 5 つ しか

現れな か っ た ．また，ホ エ ル ターの 因子に似た因子で

も，まとまりの 強 さの 順序が違うなど，因子の 内容が

異な っ て い た ．

　こ の 理由は，MFODS の 質問項 目が キ リス ト教を基

盤 とする文化や ア メ リ カ の 慣習 を基準に作成され た も

の で あ り，日本人の 生活に な じみ の 薄い 言葉や内容が

存在する た め と考え られ る ．た とえば，質問項目 に は

「神 な ど存在しない と思 うと不安ですか」「創造主 （神）

の存在 を知る の は こ わ い で すか」「埋葬 され る と し た

な ら ば，自分の身体が い つ の 日か ミ イラ に なる と思 う

とぞ っ と し ますか」「生 き埋 め に される の は こ わ い と

思 い ます か」 「埋 葬 され る とした ならば，死後，木製

の箱で 埋め られ よう と，ス チ
ール 製 の埋葬室に入 れ ら

れ よ うと，別 に かま わ ない で すか」などで ある．

　こ の両国間の相違は，生 きる こ とや死 ぬ こ と を扱う

「い の ち教育」を実践する場合，日本国内で も文化，

感覚の 相違ゆえ に，授業者は そ の 地域 に あ っ た内容 の

検討が求 め られ る こ と を示唆 して い る ，また，欧米の

「デ ス ・エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン 」 の 内容をその まま翻訳的

に引用 し 「い の ち教育」 と して 実践 す る に は齟齬が感

じられ，教育目的が達せ られ に くい とい う点が留意さ

れ る，

　  　「宗教観」と 「死 と死後の 不 安」5 因子と の 関係

　「宗教観」 と 「死 と死後の不安」 5 因子の 関係性 を

検討する ため，有意差検定 を行 っ た，検定の た め に宗

教観と因子 につ い て 各々 グ ル
ー

プ化 を行 っ た，つ まり，

「死 と死後の不安」 5 因子 に つ い て は ，個人 の 因子得

点を もとに，因子得点 ± 0．40 以上 を高群 （因子 と の

関与が大 きい 群），そ れ 以下 を低群 （因子 との 関与が

小 さい 群） に グ ル
ープ化 し，「宗教観」に つ い て は 5

段階評定 の 粗点 の 分布や平均 を考慮 して 30％ 以上 を

高群 ，30％ 以下 を低群 として グ ル
ー

プ化 して有意差検

定を行 っ た，な お本研 究 に お い て 「宗教観が 高い 」と

い う場合，心の支え として 宗教 を肯定的 に 捉 えた り，

宗教を人 との 和や愛情 と捉えた り，神仏 の 加護 を信 じ

た り， 超自然的な存在を認め た りする度合 い の 強 い こ

とを意味す る．

　結果 は各グル
ー

プ間で 有意差 の ある もの だけを示す

（表 5＞．

　「宗教観の低い 」グ ル
ー

プは 「宗教観 の 高い 」グル ー

プ よ りも，「死後の 自分の 世 界と肉体 に対す る不安」

が低 い 人が多く，「死体 に対する 不安」が高 い 人が多

か っ た．前者の 結果 は，「宗教観の低 い 」人は死 や死

後の不安が な く心が平安 とい うこ と で は な く，宗教的
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表 4．「死 と死後の 不安」項目の 因子分析結果 （バ リマ ッ ク ス 回転後）

因　 子 第
一

因子 　第二 因子 　第三 因子 　第 四 因子 　第五 因子 共通 性 分散
　 　 　 　 那 穣 　m 　肖 　　而　点 　

1
凪   　　白　

10
　t ▲　1 　　 L　ル 　t，土 　祁什 　1

屮
　腎． ノU　I偽　「’　凵ノ凵　陣m湿1兀　　η 　島　6　ノ、　ノ、　亠．　L　／昏　　ノ凵　r 　鬯驢ハ’

分 の 世 界 に 対 す る の 死 に 関 完 に 終 え し て 抱 く

と 肉体 に 不安 す る不安 る こ と へ不安

対 す る 不

安

の 不安

質　　問　　項　　　目 α
＝0．818 α

＝0、817　 α
＝0．767 α

＝0．792 α
＝0．671

Q25 創造主 （神）の 存在を知 る の は こ わい で すか ？ 靉饑 鱒 O．OO4　 　 0．035 一
〇．0530 ．0110 ．5430，876

Q46 神など存在 しない と思うと不 安ですか ？ 嬢黼鑽 0． 62　　 0．0870 ．002 一
〇．1420 ．5260，933

Q51 死 んだ ら棺 桶 に閉 じ込 め られる と思 うと，ぞ っ としますか ？ 厳麟 0．036　　 0．0370 ．2550 ．工450 ．6241．369
Q27埋葬 される と したな らば，自分 の 身体が い つ の 日か ミイ ラに なる と思 う 幡籔 0．117　 　 0．0140 ，0990 ，172O ，4921．697

とぞ っ と しますか ？

Q56 埋葬 される と した な ら ば，死後，あな たの 身体が 腐 っ て い くこ とを考え 鱒 鰹 O．237　 　 0，066D ．1560 ．222O ．6611 ．588
る とぞ っ としますか ？

Q21死後 の 世 界 がない と思 う とこ わい で すか ？ 饑 讎 0、051　 　 0．039  ．324 一
〇．1220 、唾691 ．315

Q36 あな たの 死体 が 死 後，発 見 さ れ る こ とを考える とぞ っ とし ます か ？ 藪鰡 0．10D　 　 O．1630 ．110O ．183O ．4791 ．453
Q40 火葬に され る こ とは い や だ と思 い ま ケか ？ 犠繍 一〇，010　 　 0．0270 ，185O ，2160 ，470L3 工1

Q45 死体安置 案 に横 た わ る 間，自分 の 意識 が まだ残 っ て い るか もしれ ない と

　 　 考 える とぞ っ と します か ？

Q44 埋 葬 され る と した な らば，木製 の 箱で 埋 め られ よう と，ス チール 製 の 埋

　　 葬室 に 入れ られ よ うと，別に構わ ない と思 い ますか ？

Q29 炎に 焼か れ て死 ぬ の は こ わ い と思 い ますか ？

Q38 死 ぬ と きに ，もの すご い 痛 み を経 験す る の は こ わ い で す か ？

Q26 生 き埋め に され る の は こ わ い と思 い ますか ？

Q47窒息 死 （溺死 も含 めて ）す る の は こ わい と思 い ますか ？

Ql7 じわ じわ死 んで い くの は 怖い と思い ますか ？

Q58 暴力 に よ っ て死 ん で い くこ とは こ わ い と思 い ます か ？

Q43 ガ ン で 死 ぬ の は こ わ い で す か ？

Q57 あな たの 子 どもた ちが育って い くの を決 して 見 られ な い と した ら不安 に

　 　 思 い ます か ？　 ’
Q32

．
もし，自分 ととて も親 しい 人が突然死ん で しまっ た ら，当分の 間，心が

　　 傷 つ くと思い ますか ？

Q53 もしあな たが死 んだ ら，友達 は当分 の 聞動 揺す る だろ う と思 い ます か ？

Q41 死 は誰 に で も訪 れ る もの なの で ，友 達 が 死 ん で もそ れ ほ ど動揺 し な い と

　　 思 い ますか ？　 　　
t−‘

Q50 知 り合い が 死ん だ と き は ，動 揺す る こ とが あ ります か ？

Q33 も し，あ なた が 明 日死 ん で しま っ た ら．家族 は しば らくの 間，動揺 す る

　 　 と思 い ますか ？

Q42 夜 中，一人で 墓場 を歩 い た らこわ い と思 い ます か ？

Q37 したい こ とを全部経験す る時間の ない こ とを不安に 思い ますか ？

Q24 死 ぬ 前に ，人生 の 目標 を 達成 で きな い こ とが 心 配で すか ？

Q28 退職 後 の 人 生 （余生） を楽 しめ るだけ の 充 分 な長 生 きが で きない とした

　 　 ら不 安 に思い ます か ？

Q34死 が すべ て の 終 わ りで あ る と思 う とこ わ い で す か ？

Q30 死体に 触る の は 平気で すか ？

Q48 道路か ら動物の 死 体を取 り除 くの は とて も苦痛 で す か ？

Q55死 ん で しまった もの は ，何 で もこ わ い で すか ？

Q39死体 を発見 す るの は ，ぞっとす る体験だ と思 い ますか ？

Ql8葬式の 家を訪問す る の はい や で す か ？

Q31 医大の 学生 の演習 と して ，死後，自分の 身体 を使わ れ る の は い や だ と思

　　 い ますか ？

Q19 科学 の た め に献体 を したい と思い ますか ？

Q49あ なたの 死 んだ後，眼 球の 寄付 は した くない と思 い ます か ？

Q35死亡 を確定す るため に ．誰もが検死解剖 を受 ける べ きで ある と思い ます

　　 か ？

Q52 誰に も死後の こ とは絶対に分 か ら ない と思い ますか ？

Q54 死亡 を宣 告 され る際 は ，少 な くと も二 人 以上 の 医 者 に検査 （診 断 ） して

　　 もらい たい で す か ？

Q20 家族 の 誰 かが死 ぬ の で は ない か と心 配 に 思 い ます か ？

Q22 本当は まだ 生 きて い る の に ，死 亡 と宣告 さ れ る人が お そ ら くた くさん い

　 　 る と思 い ますか ？

Q23 外 見 が醜 くな っ て 死 ぬ の は い や だ と思 い ます か ？

O．3820

、344

　 0．109
−O．002
　0，090
　0、Ol2
　0，071
　0．090
　0，275
　0，181O

．004O

．1ユ70
．029O

．0930
． 06O

．2800
．2270
．1560
．380

　O．447
　0．080
　0．097
　0．Ol8
　0．342
　0．038
−O．004

O．328O ．22e

0．093　　　−O．0020

．1660

．030

頃羮慰薮　　　　0．068　　　　0．043
發灘 　　　　　0．210　　　　0．099
蠡袤簾 　　　　　0．185　　　　0．138
  　　　　　0、276　　　　0．076
纛繍 　　一〇、008　 　 0．134
钁驪 　　　　　口．265　　　−−0，018
騒瀬 　　　　　0．197　　　　0．229
D．329　　　　0．264　　　　0．269

0．1990

．0820
．2160

．17702130

，2560
．1080
．1550
，212

糴

繍鱗

麟

黼

灘 鼕

O．1470

，0950
．工120

、0810
．135

0．369　　　
−0，180

0．164　 　 麟
0．096　 　 饑購

0．⊥3⊥　 　 鱸鰄

0、196　　　　0．211
0，041　　 　0，170
0，092　　　　0，203
0，114　　　　0．189
0．092　　　　0．047
0．242　　　　0、361
0．188　　　−0．063

　O．127　　　　0．175
−O，068　　　　0．109
　0ユ54　　　一 ．017

0．118　　0．430　1．228

  ，136　　0．245　1．336

　O．034　　0．534　1．094
−0．024　　0．582　0．726
　0．234　　0．521　0，397
　0．057　　0．571　0．540
　0．201　　D．520　1．140
　0．062　　0．520　0．548
　0．257　　0．497　1．207
　0．124　　0．394　0，907

0．063　　0．560　0．228

0，055　　0，5餌 　　0．550
0，141　　D，548　0，410

O．152　　0．539　0．334
0．035　　0．523　0，297

0，239　　0，399　0．965
0，128　　0．666　1．376
0．081　　0．524　1，233
0，158　　0，632　1，575

飜 　　　　　O．106　　0，572　1．811
0，362　　　− 0，095　　0，645　1ユ53

0，018　　　　灘 　　0，494　0．950
0，063　　　　鑼 　　0．552　1、229
0．ll1　　　　鰍 簧　　0．444　0，539
0，036　　　　臟 　　0．381　1、325
0．198　　　　蠍 薯　　O．635　1．161

O．136　　　
−0，099　　　　D．089　　0．507　0．951

0．064　　　
−O．058　　　

− O．098　　0．511　1．486
0．104　　　　 0．082　　　　 0．130　　 ．535　0．891

　0．113　　　−O．017　　　
−0．024　　　−0．073

−0，086　　　　0．108　　　
−0．021　　　　0．156

0．201　　　　0．316
0，148　　　−0．068

0，082D ．319

0」450
．OS3O

．oe4

0．071　 0．462　1．161
0．247　　0．399　1，298

O．  97　　　
−O．055　　0．334　1．147

0．017　　　
−0．163　　0．545　0．999

O．2020 ．234　　0．418　1，092

第
一

因子 第二 因子 第三 因子 第四 因子 第五 因子

固 有値　　　　4．239　 3．974　　3．141　 2．559　　2，518
寄与率　　　 10，093　　9．462　　7，493　　6．093　　5．995
累積寄与率　 10，093　 19．555　 Z7．049　 33．142　 39．137
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表 5．「宗教観」と 「死 と死後の 不安」

宗教観

因子 宗教観　高い

　n ＝134 人

宗教観　低 い

　 n ＝ 134 人

死後 の 自分の 世界 と肉体 に対する 不安 （低）

死体に対す る不安 （高）

死体 に対す る不安 （低）

3172
つ
σ

4

《

《

〉

140553

表中の 《 ，》 は p ＜ O．Ol を，〈，〉 は p＜ 0．05を示す．

関心が低 い ため，死 や 死後の 世界に つ い て 考える機会

が少 なく結果 と して不安度が低 く示され たと考え られ

る，こ の 点 につ い て，河野
2S＞は本調査 と類似した結果

か ら 「死 の 不安に は無関心 が 最 も大きな影響を持ち，

（中略）すなわち死 に 無関心 なほ ど死 の 不安は 弱 い ．

し たが っ て近代合理主義は総 じて 否定的な死観を持 つ

が
， 死 に無関心で い る こ とで死の 不安 を低め て い ると

推察され る」 と述 べ て い る．また，金児
25｝

は 「死の不

安 の 低 い 人 は ，死 の 問題 か ら逃避 した り，ある い は人

間の存在や 生 の 意味を否定 した りす る 人 で ある ，（中

略）生 を否定す る 「虚無」 として の 死観 によっ て死 の

不 安は低ま っ て い たが ，そ れは死 の 不安 に対す る防衛

反応死観で もある」 とまで 言い 切 っ て い る．

　後者 の 「宗教観の低 い 」グ ル ープは 「死体に対す る

不安」が高 い 人 が 多い と い う結果 である が ，こ の 結果

は前者の裏返 しで もある，つ まり、実際存在するかど

うか分からず，目に 見 えない また は 見 る こ と の で きな

い 死後の世界や死後 の 自分の 身体に つ い て 考え る こ と

は 「宗教観の低 い 」人に とっ て は無関心 な出来事で あ

る ゆえ に不安は低 い が，目に見える 「死体」に 対 して

は ， 不安は高まる の で ある．

　なお本調査 では 「死や死後の 不安」の 高さゆえ に そ

の 不安解決 を求め て 宗教 的関心が高まっ た の か どうか

を判断する デ ータ を収集 して い な い ため，こ の 点 につ

い て こ れ以上 の 論及は控えて お く．

　死 の 恐怖 と宗教 に つ い て バ トソ ン （Batson）らの

研 究
ZT）で は 内発 的宗教性は 死 の恐怖 と高 い 負の相関

（死 の 恐怖 を軽減させ る）が ，外発的宗教性で は低 い

正 の 相関 （死 の 恐怖を軽減 させ な い ）が認 め られ て い

る．罰や集団か らの 逸脱，周囲 の 目を危惧する とい っ

た魂や精神を束縛す る宗教 心 で はな く，自分 の 魂や霊

性 を解放する内発的な宗教観が 重要で ある こ とが確認

で きる ．こ の こ とは 「い の ち教育」の 展開で も配慮を

要す る 点 で あ る．つ まり，「い の ち 教 育」は 人生 の極

限で ある 生 きる こ とや死に つ い て扱 う内容で あるの で ，

脅 しや 恐怖を感 じさせ る 展 開 で あ っ て は 子 ど もた ち の

心は傷つ き，心 を閉ざした り ， 表面的な反応を示 した

りする こ とに な り，教育的効果が逆 にな る か らである ．

　 また ，現代の 日本で は公教育はい うに及ばず，家庭

や地域社会で も宗教観を育成する教育の機会が極め て

少な くな っ て い る ．上 記の 本調査結果が示す意味は，

「生 きる力」や 「命を大切 にす る教育」
ZZ）

が重要な教育

的課題 とな っ て い る今 日の 学校教育に お い て，宗教的

な教育 （宗教教育で はない 〉ある い は 目 に見 えな い 世

界や つ なが りに つ い て の観点か ら教育の再考を促す も

の と考えられ る．

　（5） 「性別」 と 「死 と死 後の 不安」に つ い て

　本調査結果 で は 「死 と死後の 不安」 5 因子すべ て に

つ い て 女性 が高い 結果 を示 した （表 6），性差に つ い

て ，「先行研究で 女性 の 方が男性 よ りも死 の 不安が 強

い こ との解釈 として ，女性の 方が男性 よりも恐怖や不

安を表明す る こ とを容認する文化的 な背景があ る 」
！fi）

こ とが指摘され て い る ．悲嘆を伴 う死別経験の有無で

も女子 の 方が多い 結果が示され て お り
LS〕
，こ の 背景に

も同様な文化的背景が考え ら れ る ，

　 テ ン プ ラ
ー

の DAS を用 い た先行研究 を見 る と結果

は様 々 で あ り，女性の 方が男性 よ り不安が高い
2蜘 ，

男女差は 認 め られ な1・）
es）3°］31）

の 両方が報告され て お り，

予断をゆるさぬ 興味深 い 点で ある ．

　（6） 「拡大家族 の 生活経験の有無」 と 「死 と死後の

　　　不安」につ い て

　拡大家族経験者の 方が 「死後の 自分 の 世界 と肉体に

対する不安」「人生 を未完に 終 える こ とへ の 不安」の

2 因子に つ い て 高い 結果を示 した （表 7）．こ れは ，

先 の 「宗教観」の 高い グ ル
ー

プで示 された結果と類似

して お り， 容易に考え られ る結果 で あ る．高齢者 を含

む様 々 な世代 の 人 と 生活 を共に した り，死別経験を持

つ こ とに よ り，人生 に つ い て 考察が深 まっ た り，死 ん
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表 6．「性別」 と 「死 と死後の 不安」

性別

因子 　 男

n ・＝223人

　 女

n
＝242人

死後の 自分の 世界 と肉体に 対する 不安 （高）

死後 の 自分の 世界 と肉体に 対する不安 （低）

死 ぬ過程 に対する 不安 （高）

死 ぬ過程 に 対する 不安 （低）

身近 な 人 の 死 に 対 す る不安 （高）

身近 な 人 の 死 に対 す る不安 （低）

人生 を未 完 に 終 える こ とへ の 不 安 （高）

死体 に対する不安 （高）

5809445547585965 《

》

〈

》

《

》

＜

＜

ユ

8555743

94769598

《 ，　》 ；よp＜0．Ol，　＜，　＞ tよp〈 G．05．

表 7，「拡大家族 の 生活経験 の 有無」 と 「死 と死後 の 不安」

拡大家族経験 の 有無

因子
拡大家族経験

　 　 あ り

　 n ＝ 254

拡大家族経験

　 　 な し

　 η
＝ 211

死後の 自分 の 世界 と 肉体 に対す る不 安 （高）

人生 を未完 に終 え る こ とへ の 不 安 （高 ）

861G1 〉

》

08匚
」

匚

0

《，　》 1よp＜ 0．Ol，　＜，　＞iよp〈0．05．

だ らどうな る の か とい う死後の世界へ の念が 生 じ る機

会が多 くな っ た こ との 表れ で あろ う．しか し，こ の よ

うな若者の不安を教育的に導 く，現代の 社会，家庭，

公的教育環境 の 指導力 や教育力が課題である．

　（7） そ の 他

　「身近 な人 の 死 に 立 ち会 っ た経験 の 有無」 「入 院経験

の有無」 と 「死 と死後の不安」 との 関連性に つ い て は

両項 目とも有意差が見 られ なか っ た．

　 こ の結果 に つ い て は 質問内容をもう一歩深 く踏み 込

むとい っ た，項 目の推敲不足が理 由と して考えられ る．

た とえば，前者に つ い て は，家庭 で の 死 の 立会 い か，

病院 で の 死 の 立ち会 い な の か が 不 明 で あ る，家庭 で あ

れ ば 「死 の 看取 り」経験 が なされ るが，病院死 が 80

％ を超 える現代 の 日本で は病院 で 死 の 立会い が で きた

場合で も，それは最後の儀式的な立会 い で あ り，その

場で 中心 的に行動で きる人は，年齢が上 で あ り社会的

に認め られ た親達であり，若者は脇役で あり彼等に とっ

て の 「死 の看取 り」 と死 にい く人 と の交流 は行わ れに

くい ．

　後者に つ い て も，単に 「入院経験 の 有無」 を問うの

で は な く，「生命の 危機に直面する よ うな入院経験の

有無」を問う質問内容の 設定が 要求さ れ る ．現代の わ

が 国で は医療費増大が 国家的財政問題に な っ て い る と

は い え ， 医 療保 険 制度 の 整 っ て い るわが 国 で は ，

WHO の 2000年 リポ
ー

トに よ る と，医療制度 を総合

評価 した ラ ン キ ン グで 世界 1位 に な っ て お り
S2）
，病院

は利用 しや すく重病で な くて も大事をと っ て 入 院す る

こ とも多々ある ．入院が休養 とな っ た り，逆に退屈な

生 活 と な っ た りする 現実で は
， 入 院する こ とが 人 生 を

省 み た り，生 きる こ と，死 ぬ こ と を考える 機会につ な

が る とは 限 らな い か らで ある ．

　以上 の こ と か ら，こ の 2項 目に つ い て は 今後 質問内

容の 再検討が必要 と考えられる．

　4．要　　約

　「い の ち教育」 を展開する ため の基礎的知見を得る

た め に
， 大学生 を対象に 「死 の 不安に 関する多次元 的

尺度 （MFODS ）」を用 い て ， 「死 と死後の 不安」につ

い て の 意識調査 を行 い ，結果 として 以下 の こ と が得 ら

れた．
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　（1） 因子分析で は 「死 と死後の 不安」に つ い て 5 因

子抽出さ れ た．こ の 因子分析結果は，因子数や 因子の

内容共 に ，MFODS が 開発 され た ア メ リカ で の 調査及

び追試の結果 とは異な っ た．原因 として は ， 宗教 や文

化的慣習の相違が挙げ られる．こ の 相違 は 「い の ち教

育」を実践する場合，宗教や慣習を考慮 した展開が重

要で ある こ とを示 して い る．

　  　信仰 して い る宗教 の 有無に つ い て は，本調査で

も約 60％ の 学生 が無宗教 と 回答 して い た．「い の ち教

育」は宗教 や慣習行事 と深 い 関係が あ り，実践 に際 し

て は 宗教 や慣習 は考慮する必 要がある．日本 の 場合，

無宗教 と信仰心がな い こ ととは別の こ とで あ り，初詣

をする，お み くじを引 く，お墓参 りをするな どの宗教

的慣習行動 を と っ て い る．こ の こ と は 「い の ち 教育」

展開 の 導入 と して ，意味は大きい ．

　（3） 「宗教観の 低 い 」学生 は 「死後 の 自分 の 世界 と

肉体 に対する不安」因子が低 く，「死体に対す る不安」

因子が高か っ た．「宗教観が低 い 」学生 は目 に見えな

い 世界 や こ とに つ い て価値を置か な い 結果 と考えられ

る，

　（4） 性別 と 「死 と死後 の 不安」 の 関係で は，女子学

生が男子学生 に 比 べ て すべ て の 5 因子 で 高 い 結果 を示

した．こ れは歴史的 ・文化的背景を含んだジ ェ ン ダ
ー

バ イ ァ ス とも考え られる．男子学生 に は 「死 と死後の

不安」が少な い こ とで は な く，む しろ男子学生 に は無

意識的 に表現 が 抑圧 され て い る だけに精神的ス トレ ス

が大きい こ とが考えられ る．

　（5） 抽出 され た 「死 と死後 の 不安」5 因子は
， 「い

の ち教育」 を展 開す る際 の 内容の 提示 と考えられる．

今後 「死 と死 後の 不安」5 因子を 「い の ち教育」 の 授

業内容と し て具体的に展開する研究や実践が なされる

こ とが期待 され る，
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